
 

「下⼯弁慶号」諸資料 
 

この資料は同窓⽣ 故市川五郎⽒（Ｃ２０）から提供された調査資料を中心に作成されています。 
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１．下工弁慶号の生まれと歩み 

 

「下工弁慶号」の生まれに関する新聞記事 

「交 通 新 聞」 昭和 37年 1 月 12 日付 記事  

   ⽶国製三両のうちの⼀つ、下松の機関⾞、⽣まれ故郷判る 

                                 C．S スモールさんが調査 

 昨年暮れ国鉄本社外務部を訪れたアメリカのレール、ファンが、部⻑室にあった本紙所載の機関⾞の写真を⾒て

「これは下松にある古い機関⾞だろう」とピタリ⾔い当て、その機関⾞に関する記録が全くないということを聞くや「これは

多分アメリカ製だ。帰国したら調べよう」と約したことは既報の通りだが、このほどその米人から外務部宛てに調査の結

果がもたらされた。 

 ・この米人は豪州メルボルンのモービル石油会社に勤務する C．S モール氏で、山口県下松市の工業高校にあ る

機関⾞の記録が不明だというので、帰国後調査を⾏なったもので「あの機関⾞はやっぱりアメリカ製」と次の ような調

査結果が報告されている。 

 ・帰国後、私の調べた結果、交通新聞掲載の⼭⼝県下松市⼯業⾼校の⼩型機関⾞は元、⽇本海軍燃料廠に 

あるものと信じます。同型の機関⾞は⼀号より三号までの三両は１９０８年１⽉にアメリカ、ペンシルバニア州フ ィ

デルフィアのボールドウイン機関⾞⼯場で製造されたものであって、製作番号は、３２６００、３２６０１、３２９

５ ２番であります。 

 ・これらは、それぞれ７６２ミリゲージ用のものです。従って下松市のものが２フィート６インチ（７６２ミリゲージ

用） だとすれば間違いなく当該機関者は前記三両の中の一両であります。 

以上とりあえずご連絡申し上げます。 

                      豪州ビクトリヤ州メルボルンにてＣ．Ｓモール          

 
 

「下工弁慶号」の生まれに関する雑誌記事  

鉄道雑誌 「鉄道ファン」 昭和３８年１⽉号 掲載 

          ※ 校庭のＢｏｌｄｗｉｎ 

                    鉄道雑誌 「鉄道ファン」 昭和３８年１⽉号掲載 庄田 秀 

 下松市の町外れを流れる平⽥川沿いの下松⼯業⾼等学校の垣内に⼩さなＢ型サドルタンク機がおかれています。俗

に「下⼯弁慶号」と呼ばれ、この地⽅では馴染みの深い存在です。昭和の初期に、徳⼭の海軍燃料廠から教材⽤として

譲り受け、当時下⼯の創⽴記念⽇や運動会などには、⼦供を乗せて⾛ったとか。しかし、その頃からは何処の⼭のものと

も判らず今日に至りましたが、米国のモービル石油会社の C．S モール⽒から在⽇中に⾒たこのＬＯＣＯについて「帰国

後調査の結果、当時（年代不明︖）Ｂｏｌｄｗｉｎで三両製造したものの中の⼀両であることが判った」の通知が

あった事を３７年３⽉２７⽇付の中国新聞⼭⼝版は報じています。私もなにか⼿掛かりになるものはないか詳細に⾒

てみましたが、お定まり通り銘板は⼀切なく、また、ロツド頼も防蝕のため厚化粧をしており、なんらの⼿掛かりをも探り出し

得ませんでした。 

 
 
 
 
 



 

「下⼯弁慶号」の⽣まれに関する資料 

（資料） 

        ※ 校庭下⼯弁慶号は国産か︖ 

 

            株式会社 交友社（雑誌「鉄道ファン」発⾏︓本社名古屋市千種区宮⻄町３丁目） 

                                         編集部 諸河 久⽒からの提供資料 

 昭和４６年夏休み（８⽉）のある⽇、上記交友社の諸河久⽒が下⼯弁慶号を撮影の為に来校されたの

で、私が⾯談したところ、意外にもにも下⼯弁慶号は国産であるとのことで、詳しい資料の提供を求めたところ

次のような資料が証拠写真とともに送られてきた。 

 

スモール氏が調査されたアメリカ・ボールドウイン

製のものは、この機関⾞です。下松のものと全

く似ていますが、これをそっくり真似てわが国で

造ったわけです。 

      ※ 校庭のＢｏｌｄｗｉｎ（1 月号サロカー）は国産 

               鉄道雑誌 「鉄道ファン」 昭和３８年３⽉号掲載 白 井 茂 信 

                        東京⼤学⽣産技術研究所教授（蒸気機関⾞の研究家） 

 庄田 秀氏からお知らせのあった下松工業高校に保存のボールドウイン、サドルタンクについては、昭和３６

年１２⽉１９⽇付交通新聞に「私は誰でしょう・・・⽣徒に愛される、下⼯弁慶号」という題で紹介され、さら

に３７年１⽉１２⽇付で「⽶国製三両中の⼀両、下松の機関⾞⽣まれ故郷判る。C．S モール氏（モービ

ル⽯油技師）が調査」という⾒出しで解答が掲載されたことがあり、興味をもたれた⽅も多いかと思います。 し

かし、この機関⾞は C．S モール氏の言われるボールドウインではなく、実は国産と推定されます。私はまだ実際

に現物に接しておりませんので推定という⾔葉を使いましたが、⾊々な点から間違いないと考えます。というのは

数年前、⼩熊⽶雄さんと⽯川島重⼯業株式会社の社史編纂室をお訪ねした際、同社の保存資料の中に、

これと同形のものを発⾒したからで、海軍に納⼊した記録もありました。この機関⾞は⼀⾒ポーター乃⾄ボール

ドウイン風ではありますが、細部の作りが違います。ボールドウイン・（川上幸義氏による）には、確かに徳山海

軍燃料廠納⼊のものに B 型タンクが２形式五両がみられますから、C・S モール氏は単に海軍→下松工業高

校という事実と、このリフトから推定され解答を寄せられたものと思われます。⽯川島の機関⾞国産化（特に⼩

型機）という問題は、なかなか興味のあることで生産技術史的にみれば雨宮の先生格に当たりましょう。ただ同

社が船舶⽅⾯にカを⼊れ、鉄道⾞両はその後殆ど⽣産しなかったため⼀般にはあまり知られず「⽯川島」の存

在に気が付かなかったのではないでしょうか。下松のボールドウインについての交通新聞の記事に対しての修正

意⾒は⼩熊さんから申し出られましたが、今⽇までそのままになり、いまだ、ボールドウインと信じている⼈が多いと

思いますので、あえて、本誌を通じ再検討の要あることをお伝えしておきます。 



 

（石川島造船所製 ５．５屯機関⾞）         （下松⼯業⾼校における機関⾞） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

「下工弁慶号」の歩み 

・・・同窓生 故市川五郎⽒（Ｃ２０） 「調査まとめ」・・・ 

 

  

下工弁慶号の歩み 

※昭和４６年 9 月１１日付、鉄道ファン編集部諸河 久氏から私宛ての文書で「下工弁 

  慶号」は石川島重工業株 式会社製の国産⾞両であることが⽯川島重⼯業株式 

  会社で確認された旨の連絡があった。 

※「下⼯弁慶号」は、明治４０年に⽯川島造船所（現在の⽯川島播磨重⼯業株式会 

  社）で６両︖製造された国 産機関⾞の 1両で、現在可動している唯⼀の機関⾞で 

  ある。 

  昭和９年まで徳⼭海軍練炭製造所で⽯炭の運搬 をしていたものを、下工が当時 

  に６０円で譲り受け原動機実習等に使⽤していた。戦前は修理を重ねて⼀時期 は 

  創⽴記念校内開放⾏事等で運転されたこともあったが、その後、約３０年間も校庭 

  で⾬露にさらし展⽰して いたものを、昭和５６年（創⽴６０周年記念事業）に職員、 

  ⽣徒により修復して運転された。 

※石川島重工業株式会社 108年史、東京⽯川島造船所 50年史 

  明治 40年（１９０７年）⼤⽇本軌道株式会社からの注⽂によって、同形の機関⾞約 

  20 両製作したというのと、 同じ年に軽便鉄道（７ｔ蒸気機関⾞）20 両及び５．５ｔ蒸 

  気機関⾞を製作し、⼤⽇本軌道株式会社へ納⼊したとの、⼆重の記述がある。 

  ⽩井教授（東⼤⽣産技術研究所）は「ボードウイン」を⾒本にしたＢ型サドルタンク 

  で海軍用は３．５ｔ（５．５ｔは誤り）で同じく「ボードウイン」のトラム・ロコを参考に製 

  作し、大日本軌道株式会社の納入したものと解釈されている。内訳は、海軍６両、 

  小田原支社３両、熊本支社４両、福島支社７両と考えられているが、が、福島支社 

  は、未確認機があり正確は期し難い。 

  海軍⽤の５．５ｔ機︖は、横須賀造船所「ＢＬＷ４－８Ｃ」が⼿本と思われるが、シリ 

  ンダーは６×１０″、動輪直径３′８″、軸距離３′４″であった。 

  大日本軌道株式会社向は全部（へっけい形）で、製造はどこよりも古く「石川島」 

  が原作といえる。最も基本は、熱海鉄道の「ＢＬＷ４－２Ｃ」で、被いを廃し、水タン 

  ク様式をサイドに改め、シリンダーは４-3/4×１０″と一回り大きいものと推定され 

  る。 

※下松⼯業への払い下げの年 

  昭和９年まで︖  徳⼭海軍燃料廠で使⽤ 

  昭和１１年頃︖  払い下げ後に整備した卒業生の話 

※「下工弁慶号」の運搬方法 

  徳⼭海軍燃料廠から⼤海町沖の浅瀬まで艀を⽤いて、陸上は丸太を並べ、上に 

  厚い足場板を置き転がした。 

※蘇った「下工弁慶号」 

  昭和５４年８⽉１⽇  山口線にＳＬが正式にダイヤに組み込まれたことで話題と 

                なった。 



  ◎修復作業の開始  昭和５４年１⽉  校内で⺟校の職員、⽣徒が作業を担当 

                平成１４年３⽉１８⽇  ＪＲ小郡機関区でのＳＬフォーラム 

                において、⼭⼝短⼤電⼦情報科利根川貞夫教授（元下松 

                ⼯業⾼校電気科教諭）が、昭和５４年１⽉から機械科の先 

                ⽣達と「下⼯弁慶号」⼤改修（完全分解・組み⽴て）の模様 

                を自作のビデオ（走った下工弁慶号）を上映（分解部品の 

                紹介等）され、当時の同僚達との苦労話があった。 

  ◎修復の完成    昭和５６年１０⽉ （創⽴６０周年記念事業） 

  ◎昭和５６年１０⽉１５⽇ 創⽴６０周年記念式（記念⾏事として、校内を⼀般公開 

               運転） 

  ◎運転後の管理    記念⾏事後、前庭の⾞庫の納⼊ 

               昭和５８年７⽉ 防錆油充填用として、日本石油精製㈱から 

                         防錆油ドラム缶３本の寄贈を受け、ボイラー 

                         に充填したが、後の整備で大変支障となっ 

                         た。 

  ◎下津井電鉄㈱へ出向  昭和６２年９⽉３⽇〜平成３年９⽉（瀬⼾⼤橋完成記 

               念事業）トラックで、下津井電鉄㈱へ出向。下津井電鉄㈱ 

               構内で解体、完全修復作業の開始。 

               昭和６２年１２⽉２７⽇  始運転開始 

               ３ケ月の日数、３５０万円の経費 

               １２月３０日  公認許可証を受ける。（年 1 回汽缶の整備 

               検査︓約３５万円） 

               昭和６３年３⽉１２⽇ 下津井電鉄㈱児島駅、駅舎竣⼯披露 

                ・・・当初の予定では、下津井駅ー児島駅間を往復運転す 

                   ることになっていたが、この間は線路に曲がりが多く、 

                   運転が困難なために変更。 

               下津井駅構内に円形レールを敷き、フラワーパークにして 

               イベントを⾏う。 

  ◎平成３年４⽉１⽇  「下工弁慶号」の所有権が下松工業高校から下松工業 

               会（同窓会）へ移管される。 

  ◎平成３年９⽉    「下⼯弁慶号」下松⼯業⾼校（同窓会所有の⾞庫）へ帰る。 

  ◎平成３年１０⽉１５⽇  創⽴７０周年記念⾏事として校内を公開運転する。 

  ◎運転後の管理  記念⾏事後、前庭の⾞庫に格納 

  ◎平成４年１２⽉１⽇〜平成８年３⽉３１⽇ 

               柳井市、協同組合柳井総合卸センターへ貸し出し 

  ◎平成５年１０⽉２８⽇〜１１⽉２⽇ 

           末武公⺠館祭りへ貸し出し（イベント︓１０⽉３０⽇〜１０⽉３１⽇） 

  ◎平成６年３⽉３１⽇〜４⽉６⽇（４⽉１⽇〜４⽉４⽇） 

           下松市市制５５周年記念  切⼾川桜桜フエスタ ’９４へ貸し出し 

               （イベント︓４⽉２⽇〜４⽉３⽇）  

  ◎平成６年９⽉４⽇（⽇）  （９⽉２⽇〜９⽉５⽇） 

           中国電⼒下松⽕⼒発電所 創業３０周年記念イベントで公開運転 



  ◎平成７年１２⽉２２⽇  「下工弁慶号」を下松市へ寄贈する旨申し出る 

  ◎平成８年１０⽉２６⽇  ㈱⽇⽴製作所笠⼾⼯場 創⽴７５周年記念イベント 

                  （構内で運転、一般公開、試乗） 

  ◎平成８年１０⽉３０⽇  下松市へ寄贈、米泉湖湖畔の格納庫に収納予定で、 

               格納（⾞）庫の設計及び、湖畔⼀周運転の路線計画も完成 

               していたが、移動の経費とそれに伴う「下工弁慶号」の損傷 

               及び将来の可動年数（寿命）等に⾒通しが⽴たず、観光客、 

               市⺠、特に地元⽶川地区の⽅々に⼤変期待されていたのに 

               、やむを得ず計画を中止した。 

  ◎平成８年１１⽉１⽇  「下⼯弁慶号」展⽰格納庫落成式（下松市役所グリーン 

              プラザ）以後、この格納庫で展示されている。 

  ◎平成１６年３⽉  三重県桑名市 北勢線（「下⼯弁慶号」と軌道幅が珍しく 

               同じ）の開通９０周年記念事業に、修理費先⽅負担を条 

               件に、平成１９年３⽉まで貸し出す。 

               同年が、「下⼯弁慶号」製造１００周年記念となる。 

  ◎平成１９年７⽉１０⽇〜９⽉９⽇の間、江⼾東京博物館（東京都墨⽥区）で開催 

               された「大鉄道博覧会」に貸出し展示された。 

  ◎平成１９年９月１９日 貸し出し期間満了により、再び下松市役所前庭グリ－ン 

               プラザの展示格納庫で展示されている。 

  ◎平成１９年１０⽉１３⽇、下松ライオンズクラブ等が主催 「おめでとう１００歳︕ 

              下工弁慶号お祝いの会」が開催され、市内の保育園や幼稚 

              園児約３００人が集まり”⻑寿”を祝う。この催しは、地元テレビ 

              でも放映。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

２．昔の写真 

懐かしい⼀枚（昭和１４年の「下⼯弁慶号」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校庭に展⽰されていた当時（昭和４６年頃）の「下⼯弁慶号」の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

３．３０年ぶりに⾛った「下⼯弁慶号」 

 

・・昭和５６年１０⽉９⽇、⼭⼝県⽴下松⼯業⾼校の 

      創⽴６０周年記念事業で３０年ぶりに⾛った「下⼯弁慶号」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・・・３０年ぶりに⾛った「下⼯弁慶号」を紹介した 

              当時の新聞記事を抜粋しました・・・ 

・ＳＬ「弁慶号」（昭和５６年６⽉２８⽇「毎⽇新問」より） 

下松市の下松⼯業⾼技（⽵中清校⻑）は、１０⽉に迎える創⽴（６０周年記念式典で、同校に保存されている

ＳＬの“弁慶号”を３０年ぶりに⾛らせようと、解体、整備が着々と進んでいる。このＳＬは、明治１１年の⽶国製。動

輪は、２軸で、⾼さ２．５メートル⻑さ４．５メートルのミニ型。徳⼭市にあった旧海軍の練炭製造所（のち海軍燃料

廠）で昭和９年まで⽯炭運搬⽤に使われていたのを“退役”の後、下松⼯業⾼校が譲り受けて実習に使っていた。 

 戦後の昭和２６年秋、運動会でマキをたいて⾛ったのを最後に、スクラップされかかったのを「下⼯名物の⼤切なもの」と

いうＯＢたちの思いを尊重、昭和３６年から正門わきに展⽰されていた。 

 「６０周年の区切りに、もう⼀度⾛らせたい」というＯＢ教職員の声で、この３⽉から点検作業が始まった。３０年間

も風雨にさらされ、なくなった部品も多かったが、概械科の先生４人が中心になって解体、約６９万円をかけてボイラーの

修理や部品づくりもして化粧直しも終わり、２２⽇から組⽴作業に⼊った。レール５０メートル分はすでに建設業者を通

じて確保してあり、１０月９日の式典では、弁慶号が走るのをＯＢ、生徒も待ち構えている。 

 

昭和５６卑８月１５日 「朝日新聞」 ⻘鉛筆欄より）  

ＳＬばやりの昨今だが、⼭⼝県下松市の県⽴下松⼯業⾼校（⽵中清校⻑）では、明治⽣まれの軽便蒸気機関⾞

の“再⽣”めざして、機械科の先⽣４⼈が、懸命の修復作業中。 

 鉄道史研究家・⾅井茂信さん（６２）＝千葉市在＝の調査では、⽶国・ポールドウィン社製を模した明治７年⽣ま

れの国産。ゲージ（軌間）が国鉄の機関⾞より３０センチ狭く、ボイラーの上にある鞍（くら）型のサドルクンクが特徴。

同型が７両つくられたが現有するのは、この１両という。同校で昭和９年、徳⼭の旧海軍燃料廠（しょう）から教材用

に譲り受けた。 

 ２６年、運動会で⾛ったきり“休眠”していたが、⽣徒、ＯＢの愛着が強く創⽴６０周年の今年１⽉に“復活決

定”・・複清流定”すでにほぼ修復を完了。近く２０メートル程度のレールで試運転、１０⽉の同校創⽴記念⽇に３０

年ぶりのお披露目をする。⾅井さんは「全国の鉄道ファンにぜひ紹介したい」。 

 
 



・元祖ＳＬ「弁慶号」復活 ３０年ぶりに下松⼯で 

      （昭和５６年１０⽉２⽇ 「毎日新聞」夕刊より）  

 ３０年ぶりに懐かしの汽笛⼀⼭⼝県下松市の県⽴下松⼯業⾼校（⽵中清校⻑、８６９⼈）に保存されていたＳ

Ｌ「下⼯弁慶号」が復活。創⽴６０周年の９⽇、グランドを⾛る。整備もすみ、ただ今“本番”目指して、試運転中だ

が、⼒強く吐き出す蒸気に、復活に取り組んだ先⽣、⽣徒はうれしそう。このＳＬは明治４１年の⽶国製で７６２ミリ

ゲージ⽤。動輪は⼆紬で、⾼さ２．５メートル、幅１．５メートル、⻑さ３．５メートルのミニ型。徳⼭市の旧海軍練

炭製造所（後の海軍燃料廠）で⽯炭運搬⽤に使われていたが、昭和９年、“退役“。同校が譲り受けて、生徒の実

習⽤に使われていた。しかし、２６年秋の同校運動会でマキをたいて⾛ったのを最後に、スクラップのピンチにさらされなが

らも「下⼯名物の⼀つ。ＯＢには思い出のものだし、残してほしい」との強い意⾒で、３６年から正門わきに風⾬にさらさ

れながら展示されていた。 

 今年初め「６０周年を機会に、もう⼀度⾛らせてみたい」と OB の聞から希望が続出、現役最後の運転の際に同校教

諭だった⽵中校⻑や機械糾の藤森友友則教諭ら４⼈も賛同、点検、整備作業に取りかかった。作業は放課後も⾏わ

れ、生徒等も自主的に加わった。 

 ３０年間も風⾬にさらされていたため⾞体はさびついてガタガタ、シリンダーやボイラーの破損もあり、約６０万円かけて

部品づくりから始め、さらに SL がけん引する１６⼈乗りの客⾞も整摘、９⽉中旬から組⽴作業をして⾒事に完成、１

⽇から試運転に⼊った。レールは建設業者のトロッコ⽤約９０メートルを借⽤、試運転では⽯炭をたき、客を乗せて⿊い

煙、⽩い蒸気をはきながら順調に⾛って⼤成功だった。９⽇の記念式典当⽇は、⽣徒、OB の⾒守るなか、午前１１

時半からグランドを走る。 

 

・「弁慶号」よみがえる下松⼯⾼６０周年記念に展⽰物を⼤修理 

           （昭和５６年１０⽉９⽇ 「山口新聞」より）  

 学校の展⽰物になっていた蒸気機関⾞が、先⽣と⽣徒とによって修復され、３０年ぶりに⽩い煙をはく。この機関⾞

は、県⽴下松⼯⾼の「下⼯弁慶号」。弁慶号は明治４０年に誕⽣、徳⼭の旧海軍燃料廠で⽯炭運搬⽤に使われた

のち、同校が昭和９年に譲り受け、動かなくなった２６年まで、機械実習⽤とし活躍していた。その後は、校門のそばに

展示されていた。 

 同校の創⽴６０周年を記念して再び動かすことになったもので、修復作業は今年１⽉から機械の先⽣ 4 人が中心に

なって始め、このほどようやく完成、全⻑的５メートしかない⼩型SLだが、サビを落とし、ペンキを塗り替え、昔どおりの堂々

たる姿に。 

 今⽇９⽇の６０周年記念式典のあと、グランドに約９０メートルのレールを敷き⾛らせることになっており、⽵中校⻑は

「卒業⽣に喜んでもらおうと思って修復させた。いい記念になるでしょう」と話している。 

 

〈昭和５６年１０⽉１０⽇「中国新聞」より〉 

 下松市⼤海町、県⽴下松⼯業⾼校（⽵中清校⻑ ８６０人）のシンボルとして校門わきに保存されていたＳＬ弁

慶号が職員や⽣徒らの⼿で修復され、創⽴６０周年記念式典が聞かれた９⽇、同校グランドで３０年ぶりに⾛った。 

 この朝６時ごろからボイラーを炊いて晴れの出番を待ったＳＬは、記念式典が終わった１１時から、グランドに敷かれた

⻑さ１００メートルのレ－ルの上を、汽笛を鳴らし、⽩い蒸気を吐きながら威勢よく⾛った。約３５０⼈の来賓も代わる

代わる試乗を楽しみ、学校は終⽇、ＳＬ⼈気にわいた。このＳＬは⽶国のポールドウィン機関⾞をモデルに、明治４０

年、旧東京⽯川島造船所で造られた。⻑さ４．５メートル、幅１．５３メートルのサドルタンク式ＳＬ。「旧徳⼭海軍

練炭所」で⽯炭運搬⽤に使われていたのを昭和９年に同校が教材⽤として当時の⾦で６０円で買った。２６年秋の

運動会で⾛ったのを最後に、校門わきで⾬ざらしになっていた。ことし１⽉から、６０周年記念事業としてＳＬを⾛らせよ

うと、機械科の中野雅⾏数論（４０）ら先⽣３⼈と⽣徒たちが９カ⽉の⽉⽇と材料費８０万円をかけて修復、記念

式に花を添えた。 

 



・S L３０年ぶり⿊煙（昭和５６年１０⽉１０⽇ 「朝日新聞」より） 

軽便蒸気機関⾞の“再⽣”をすすめていた⼭⼝県下松市の県⽴下松⼯業⾼校（⽵中清校⻑）グランドに９⽇、８５

メートルのレールが敷かれ、３０年ぶりに復活した SL が急造の客⾞１両を引いて⾛った。在校⽣や OB ら約３００人

が小さな旅を楽しんだ。 

 横間粛は、⽶国・ボールドウィン社製を模した東京⼩⽯川造船所（現⽯川島播磨重⼯）製、昭和９年、徳⼭市の

旧海軍燃料廠から同校が教材⽤に譲り受けた。２６年から運転中⽌していたが、創⽴６０周年を記念して先⽣や⽣

徒たちが８カ⽉がかりで修復した。 

 鉄道史研究家の⾅井茂信さん（６２）＝千葉市在住＝の調査では、ゲージ（軌問）が７６センチしかないところ

から「軽便」と呼ばれる。 

 

・３０年ぶりに下⼯弁慶号⾛る 

          （昭和５６年１０⽉１０⽇ 「毎日新聞」より） 

 実習用 SL を整備 下松⼯⾼創⽴６０周年きっかけにグランドに 

  懐かしの汽笛が３０年ぶりに。拍⼿のなか下⼯弁慶号が⾛った︕ 

・・・下松市の県⽴下松⼯⾼（⽵中清校⻑、８６９⼈）は９⽇、創⽴６０周年の記念式典をあげ、戦後まもないこ

ろまで実習用に使われていた SL が、解体、整備されて⾒事に復活、同窓⽣や教職員職、⽣徒らを喜ばせた。 

 同校は⼤正１０年開校で、県内では宇部⼯とともに古い歴史を持つ⼯業⾼校の名門。１２，５００⼈の卒業⽣

は、各界で活躍している。 

 午前１０時から体育館で開かれた記念式典には平井知事、井上県教育⻑、藤⽥下松市⻑ら来賓、同窓会下松

⼯業会の藤井軍治会⻑、元同校教職員、PTA 会員ら約３００⼈が全校⽣徒とともに出席、⽵中校⻑のあいさつ、

知事ら来賓の祝辞、在校⽣代表、重村宏幸君＝電気科３年＝のあいさつのあと、SL・下工弁慶号の整備、点検作

業から試走、成功に至るまでを追った８ミリ映画が上映された。 

 午前１１時半から、グランドで、弁慶号の試乗会。明治４０年、⽯川島播磨造船所で造られた動輪ニ軸で、⾼さ

２．５メートル、幅１．５メートル、⻑さ３．５メートルのミニ SL.。徳山市の海軍練炭製造所で使われたあと、昭和

９年から同校に移り⽣徒の実習⽤に使われてきた。２６年秋、マキをたいて⾛ったのを最後に、正門わきに展⽰されたま

まになっていた。 

 それを「OB の要望もあり、６０周年を機会にもう⼀度⾛らせよう」と、今年３⽉から、機械科の中野雅⾏教諭（３

８）ら４人が中心となり、整備を進めてきた。風雨にさらされサビついた⾞体を点検、⽳の空いていた煙管や安全弁、そ

れぞれにバルブ、ボルトなどは新たにつくり、１２⼈乗り客⾞も新造して“本番”に備えた。 

 ピカピカに新しくなった SLは、グランドに敷かれた８５メートルのレールの上を⿊い煙、⽩い蒸蒸気を吐き、汽笛を鳴らし

て OB や生徒達を乗せて何回も走った。 

 「まさか、またあの弁慶号が走るなんて・・・。懐かしいです。」ＯＢの 1⼈、市川五郎さん（５４）＝下松市花岡＝は

感慨探そう。鉄道唱歌が流れるなか、⾛るSLに隣接の公集⼩学校１年児童たちも、授業時間に先⽣と⼀緒に歓声を

あげて⾒守っていた。 

 出席者たちは「これはいい記念になる」とカメラを向けていたが関東⽅⾯からの熱⼼な SL マニアも⾒られた。前橋市元

総社町から、駆けつけた会社員、後閑初夫さん（３６）は、８ミリカメラを手に「来てよかった。古い、小さな S L が走る

姿をフィルムに収めることができて」と満足そうだった。 

 １０⽇は、全国から卒業⽣が集まって記念同窓会が開かれ、正午過ぎからこの弁慶号がまた⾛る。 

 SL 弁慶号は、このあと正門わきに、風雨をさけるよう工夫して保存されることになっている。 

 

 
 



 

・知事もニッコリ 

９⽇、県⽴下松⼯⾼の運動場で公開運転された軽便蒸気機関⾞「下⼯弁慶号」の乗客第１号は平井龍知事だっ

た。機関⾞につながれた客員１２⼈の“特別客⾞”の座席は⽊製。決して座り⼼地のよいものではなかったが、⽤意され

たススよけの作業衣を着込んで乗り込み「温故知新。いいですね。生きた教育の原点です」と、しごくご満悦だった。 

この⽇、平井知事は同校の創⽴６０周年記念式典にのみ出席の予定だった。が「先⽣と⽣後たちが協⼒して復活させ

た蒸気機関⾞」という話を聞き、「協⼒のたまものを⾒せてほしい」ということになった。同⾏の伊東章⼆秘書も「少々のス

ケジュールの狂いは目をつぶらねば・・・いい話ですから」。 

 
 

４．「下工弁慶号」各地で走る 

★下津井電鉄で走る 

昭和６２年 12⽉２７⽇︓試運転 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

下津井電鉄（倉敷市）における 検査・修理・認可等の所⾒概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

貴重な写真 

この写真は、本・四橋「瀬⼾⼤橋」の開通を記念して下津井電鉄を⾛った「下⼯弁慶号」を PTA・同窓会で⾒学した当

時の児島駅の写真です。 

                                     写真提供︓弘実法造⽒（M２７） 

 （参考）昭和６３年３⽉１２⽇ 下津井電鉄㈱児島駅、駅舎竣⼯披露 

 

 



 

★下松⼯業⾼校創⽴７０周年で⾛った「下⼯弁慶号」 

平成３年１０⽉１５⽇, 

     下松⼯業⾼校創⽴７０周年で同窓⽣を乗せて⾛る「下⼯弁慶号」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

★柳井市総合卸センターで⾛った「下⼯弁慶号」 

 ・・・柳井市総合卸センターで⾛る「下⼯弁慶号」 

                平成４年 3 月 3⽇〜  柳井総合卸センター２０周年記念イベント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



 

★末武公⺠館まつりで⾛った「下⼯弁慶号」 

・・・下松市 末武公⺠館まつりで⾛った「下⼯弁慶号」 

                               平成５年１０⽉３０⽇〜３１⽇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★下松市制５５周年特別企画「桜々フェスタ」で⾛った「下⼯弁慶号」 

・・・下松市制 55周年特別企画 

                ”桜桜フェスタ”で下工弁慶号桜のトンネルを走る 

                                       平成６年 4 月 2⽇〜3 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このとき作られた「テレフォンカード」 

 
 

出発式スケジュール 

    （平成６年４⽉２⽇︓１１︓００〜） 

 

  開式のことば 

  桜桜フェスタ実⾏委員⻑挨拶 

  来賓挨拶（河村市⻑） 

  ⼀番切符贈呈（実⾏委員⻑から市⻑） 

  来賓乗⾞ 

  下松駅駅⻑改札 

    （市⻑→来賓 

      →しょうせいえん・ゆかたえん） 

  下松駅駅⻑さくら駅出発合図 

  乗⾞ 

  （⾏き 1 分 停⾞２〜3 分  

   帰り 1 分 所要時間 5分程度） 

  さくら駅帰駅をもって式終了 

 

55周年招待客並びに⼀般客乗り合い開始 

 



 

５．「下工弁慶号」を下松市に寄付 

★「下工弁慶号」を下松市に寄付 

・・・平成７年１２⽉２２⽇、「下⼯弁慶号」を下松市に寄付したことを 

                               紹介した当時の新聞記事を抜粋しました・・・ 

「夕刊周東」 平成７年１２⽉２２⽇ 

 

   「下工弁慶号」寄付採納   市にて永久保存を  定期的な運転も  米泉湖河畔に展示格納 

 「下⼯・弁慶号」として全国に知られる⼩型蒸気機関⾞が２２⽇、⺠俗⽂化財として市に寄付され、永久保存される

ことになった。 

  寄付採納は、２２⽇（⾦）１１時から市庁舎内の市⻑応接室で⾏われた．管理する県⽴下松⼯業⾼等学校

同窓会・（社団法⼈）下松⼯業会から深町和彦会⻑、下松⼯⾼から⽯部薫校⻑が出席して河村憐次市⻑に⼿渡

された。 

  寄付されたのは「下⼯・弁慶号」の⼩型蒸気機関⾞（サドルタンク式、レールゲージ７６２ミリ）に付属する客⾞ー

両、レール（１５０メートル）一式、鉄道プラットホームー台であった。この財産・価値は、日本に２台しか現有しておら

ず、その一台は博物館入りしており、マニアによると 1億円とも 2億円ともいわれるすばらしいもの。 

  この蒸気機関⾞「下⼯・弁慶号」は、昭和９年に教材として徳⼭燃料廠から払い下げを受け⻑年にわたり学校に保

管されていたが、S L ブームに乗って昭和５６年に修理され、全国のイベントに貸し出されて「弁慶号」を残すことで地元

下松市で保有することを最優先として、下松市と折衝していた。  ようやくにしてまとまり文化財として寄付採納を受け、

展⽰格納して永久保存することになった。市としては、⽶泉湖河畔の整備計画の⼀環として⺠俗資料館の建設が計画

されており、これにのせて「下下工・弁慶号」の展示格納庫を設けることで県とも協議して新年度予算に計上することで受

け入れ体制を整えることにして急ピッチにすすめられている。 

  河村憐次市⻑は、正式に寄付を受けた「下⼯・弁慶号」について、市⺠の貴重な財産として永久保存し、要望どおり

展示格納したいと、喜びを語っていた。 

  また、寄付した深町和彦下松⼯業会会⻑は、すばらしい財産が市にて⺠俗⽂化財として永久保存されることになり、

一安心している、と述べていた。 

  この「下⼯・弁慶号」は現在、柳井市内に貸し出されているが、市にての受け⼊れ整備が整う予定の来年１０⽉ま

でに納入される。 

  要望される展⽰格納⽅法としては、市にて構想される⽶泉湖河畔周辺の整備として⺠俗資料館などの建設計画が

あり、その一つとして「下工・弁慶号」を展示格納して、さらにイベントらで定朋的に運転する。 

  このため、市では新年度当初予算において必要経費を計上して、納⼊予定の１０⽉までに受け⼊れ整備をする。こ

れには末武川タムを管理する県の許可を受けて、⽶泉湖河畔周辺にマッチした展⽰格納庫が建設され、その広場を⼀

周するレールを延⻑４５０メートルで敷設されることになる。 

  さらに市観光協会では、地元の花岡・米川地区と共催で、１１⽉の連休を利⽤して「下⼯・弁慶号」を目⽟とした

大々的なイベントが企画される。 

「読売新聞」 平成７年１２⽉２３⽇ 

 

   弁慶号を寄付  社団法人 下松工業会   明治時代の蒸気機関⾞「弁慶号」を寄付下松市に申し出る 

 下松⼯⾼の同窓会「社出法⼈下松⼯業会」（深町和彦会⻑）は、２２⽇所蔵する明治時代の蒸気機関⾞「弁

慶号」の寄付を下松市に申し出た．河村憐次市⻑は「⽂化財として、有効利⽤したい」と快く引き受けた。 

 弁慶号は１９０７年に⽯川島造船所（現・⽯川島播磨重⼯業）でアメリカの⼩型 SL をモデルに製造したと言わ

れ、全⻑４メートル、最⼤⾼２．４メートル、重さ５．５トン、１９３４年に徳⼭海軍練炭製造所から同校に６０



円で払い下げられ、８１年に同校⽣徒らが整備して復元、⽇本で唯⼀保有され、しかも⾛⾏可能なため、財産価格は

「数千万円から１億円」（同会）という。 

  現在、柳井市の柳井総合卸センターに貸し出され、第⼆⽇曜⽇に約２００メートルを⾛⾏、⼦供たちに喜ばれてい

る．ボイラー整備費や燃料代など年間約５０万円を同センターが負担しているが、⾛⾏⽤地に道路建設の計画がある

ため、寄付することにした。来年１０⽉、下松市内の⽇⽴製作所笠⼾⼯場の創⽴７５周年で⾛ったあと、市に引き渡

される。 

  同会は⽶泉湖畔の設置、⾛⾏を希望している。市は「場所選びや格納庫作りなどの準備を整え、万全の態勢で迎

えたい」と、話している。 

「中国新聞」 平成７年１２⽉２４⽇ 

 

   明治生まれの弁慶号 小型 SL を下松市に寄贈    下松工高同窓会が申し出「貴重な文化遺産活用を」 

下松⼯業⾼校（⽯部薫校⻑、５６０⼈）の同窓会、下松⼯業会（深町和彦会⻑）は２２⽇、会の所有する⼩

型蒸気機関⾞「弁慶号」と客⾞⼀両、レール１５０メートル、プラットホームなど⼀式の寄付を下松市に申し出た。河村

憐次市⻑は「市⺠の要望を聞いたうえで、保存、活⽤法を検討したい」という。 

  弁慶号は全⻑４．０５メートル、幅１．５３メートル、⾼さ２．４メートル．規在、柳井市柳井の総合卸センタ

ーに貸し出されている．来年１０⽉、⽇⽴製作所笠⼾⼯場の創業７５周年事業で⾛らせる計画もあり、市への移管

はその後になる⾒込み。 

  弁慶号は１９０７年（明治４０年）、東京の⽯川島造船所（現・⽯川島播磨重⼯業）で製造された国産機

関⾞６両の１つ、徳⼭海軍練炭製造所で⽯炭輸送に使われていたのを、１９３４年に同校の前⾝、下松⼯業学校

が生徒の教材用として譲り受けた。 

  戦後は校庭で風⾬にさらされていたが、１９８１年の学校創⽴６０周年記念事業で教職員、⽣徒の⼿で修理、

再⽣以降、各種のイベントなどで活躍している。 

  しかし、ボイラーの修理など維持費が年に４０万円も掛かっている。下松⼯業会は「貴重な⽂化遺産、市で有効利

⽤してほしい」と寄贈に踏み切った。 

「日刊新周南」 平成７年１２⽉２５⽇ 

 

                ”下工弁慶号”を市に     下松工業会が寄贈「貴重なＳＬを文化遺産に」 

下松⼯⾼の同窓会、下松⼯業会（深町和彦会⻑）は⻑く同校が保存してきた１９０７年（明治４０年）製で

今は１台しかない同会所有の⼩型蒸気機関⾞「下⼯弁慶号」を貴重な⽂化財産にしてもらおうと市に贈ることになり、

２２⽇、深町会⻑が河村市⻑を訪ね、目録を⼿渡した。 

  下⼯弁慶号は１９９２年（平成４年）から柳井市の協同組合柳井総合卸センターに貸し出され、今も毎⽉第

二日曜⽇に元気に運転されてきており、近く返される。今回は⾞両のほかに、定員２０⼈の客⾞と１５０メートルのレ

ール、プラットホーム１台も贈られた。 

 鉄道マニアの間では数千万円から⼀億円の価値があるといわれる下⼯弁慶号はアメリカの名機関⾞で、⽇本では”弁

慶号”の愛称で親しまれたポールドウィン⼩型機関⾞をモデルに、⽯川島造船所（現・⽯川島播磨重⼯）で造られた

６台のうちの１つ。動くものではこの１台しか残っていない。 

 ⻑さ４．０５メートル、⾼さ２．４メートル、幅１．５３メートル、重さ５．５トンで、⾞体は緑⾊。⼩型だが、明治

時代の機関⾞独特の⻑い煙突、美しい⾞体に動輪２輪、ボイラー上部にサドルタンクがあるのが特徴。前部中央には

同校の校章と「下松工高」のプレートがある。 

  １９３４年（昭和９年）ごろまでは徳⼭海軍燃料廠で⽯炭運搬に使われていたが、その後、同校が６０円で払

い下げを受け、原動機の実習⽤に使っていた。しかしそのあとは３０年間も放置したままだったが、１９８１年（昭和

５６年）に職員、⽣徒が⼒を合わせて修理し、記念⾏事でグランドを⾛った。 

  このあとも１９８７年（昭和６２年）からは岡⼭県倉敷市の下津井電鉄に貸し出され、下津井駅のフラワーパー



クで運転、同校に帰った１９９１年（平成３年）に所有が同校から⼯業会に移り、この年の創⽴７０周年記念式

典でも職員と⽣徒たちが整備、再びグランドを⾛った。その後は柳井で活躍する間に、末武公⺠館祭りや切⼾川桜フェス

タ、中国電⼒創⽴３０周年まつりなど、たびたび“⾥帰り“して市⺠に親しまれていた。 

  この⽇は深町会⻑が、「弁慶号は市⺠の貴重な⽂化遺産．広く市⺠に親しんでもらい、できれば⽶泉湖畔に計⾯さ

れている施設の一つとして有効活⽤して欲しい」と目録を⼿渡すと、河村市⻑は「利⽤⽅法は市⺠と相談してから決めた

いが、新しい下松の顔にしたい」と答えていた。 

「山口新聞」 平成７年１２⽉２５⽇ 

 

    「世界的な文化財”観光資源に活用を」   明治４０年製 S L 贈る   下松工高 OB 会、市に 

県⽴下松⼯⾼の卒業⽣で組織する下松⼯業会（深町和彦会⻑）はこのほど、戦前まで同校で使われていた明治

４０年製達の⼩型蒸気機関⾞を下松市に寄贈した。この機関⾞は８年前に修理され、今でも⾛られる状態。「⾛らせ

れば世界的⽂化財」とあって同⼯業会は「観光資源としても活⽤して」と要望．河村憐次市⻑は「必ず⾛らせます」と約

束した。来年以降には９０年近く前の勇姿が再現されそうだ。 

  この機関⾞は「下⼯弁慶号」と呼ばれ、同校のシンボル的存在．明治４０年、兵庫県の⽯川島造船所で製造され

た６両のうち現存する唯⼀の⾞両．全⻑４．０５メートル、⾼さ２．４メートル、幅１．５３メートル、重量５．５

トン、ボイラーの上に⽔タンクを⻲の甲のように背負っているため「⻲の甲」と呼ばれ、世界的にも価値が⾼い。 

  昭和初期まで旧徳⼭海軍燃料廠で使⽤、９年に同校が払い下げを受け、教材として活⽤した。戦後、校庭に展⽰

されていたのを５６年の創⽴６０周年記念事業で修復。６２年から４年間、瀬⼾⼤橋開通記念として岡⼭県の下

津井電鉄に、平成５年からは柳井市の卸総合センターなどにも貸し出されて各イベントで活躍している。 

  ⾛らせるには整備、維持費が年間約４０万円も必要。同工業会は文化財的価値のある「弁慶号」を市に寄贈し

て、下松の新たなシンボルに活⽤してもらうことにした。併せて客⾞ー両、１５０メートルのレールなども寄贈した。現在、

柳井卸センターで⽉⼀回、運転している．同⼯業会は「来年１０⽉ごろ下松に引き取り、⽶泉湖周辺で活⽤してほし

い」と要望している。 

  市は庁内にプロジェクトチームを編成、活⽤⽅法を検討する。河村市⻑は「市⺠が⼀番喜ぶ⽅法で⾛らせたい」と話

している。 

「朝日新聞」 平成７年１２⽉２６⽇ 

 

          明治時代の SL 寄付   下松工高同窓会・市が永久保存へ 

県⽴下松⼯業⾼校の同窓会「下松⼯業会」（深町和彦会⻑）は先⽇、明治時代の蒸気機関⾞「弁慶号」を下松

市に寄付した。市は貴重な近代化遺産として、市内で展示、永久保存する予定でいる。 

 「弁慶号」は⽶国ポールドウイン社の設計で、１９０７年に⽯川島造船所（現・⽯川島播磨重⼯業）で造られた⻑

さ４．０メートル、⾼さ２．４メートルで重さ５．５トン、徳⼭市にあった海軍燃料廠で⽯炭運搬に活躍し、１９３

４年に“引退”、同校の前⾝下松⼯業学校にボイラーの実習教材として払い下げられた。 

  その後、校庭で放置されていたが、１９８１年に約３００万円をかけて修復し、１９８７年に岡⼭県の私鉄に貸

し出して現役復帰した。１９９２年からは協同組合柳井総合卸センターが、中国電⼒柳井⽕⼒発電所前で営業運

転 機関⾞は同会の所有になっていた。 

  今回の寄付は線路などが道路⼯事で取り払われるためで、深町会⻑（７１）らが市役所で河村憐次市⻑に目録

を⼿渡した。「下松には新幹線の⾞両を製造している⼯場もあり、鉄道と縁が深い。有効に活⽤したい。」と河村市⻑。

「弁慶号」は来年９⽉まで柳井市で運転された後、下松市に移される予定。 

「毎日新聞」 平成８年１⽉９⽇  

 

          「弁慶号」を下松市に寄贈  下松工高同窓会 客⾞１両、レールなど⼀式も 

 県⽴下松⼯⾼同窓会の下松⼯業会（深町和彦会⻑） はこのほど、所有する明治時代の⼩型義気機関⾞「弁慶



号」など⼀式の寄贈を下松市に申し出た．市は有効利⽤する⽅針．弁慶号は１９０７年（明治４０年）に⽯川

島造船所（現・⽯川島播磨重⼯糞）が製造．全⻑４メートル、⾼さ２．４メートル、幅１．５メートル、重さ５．

５トン。 

  １９３４年（昭和９年）、⽯炭輸送に使⽤していた徳⼭海軍燃料廠から下松⼯⾼の前⾝、下松⼯業学校が

教材として払い下げを受けた．⼀時は校庭で⾬露にさらされていた。しかし、S L ブームのなかの１９８１年、創⽴６０

周年記念として⽣徒らが修復して運転。１９９１年に下松⼯業会に移管され、市内外のイベント等で活躍した。現在

は柳井市の柳井総合卸センターに貸し出している。 

  下松⼯業会は客⾞⼀両、レール（１５０メートル）、プラットフォームも寄付。年間維持費は約４０万円で、時価

は合わせて６、７千万円から１億円相当、という。来年度には市に引き渡される予定。下松⼯業会は「⺠俗⽂化財と

して地域振興に役⽴てて欲しい。⽶泉湖畔で運転できるようになれば・・・・」としている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

★「下工弁慶号」展示格納庫へ 

「下工弁慶号」展示格納庫(下松市役所前庭グリーンプラザ)落成式 

     ・・・平成８年１１⽉１⽇（⾦）  １０︓００〜  下松市役所グリーンプラザ 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

６．北勢線で動態復元した「下⼯弁慶号」 

★北勢線に貸し出された「下⼯弁慶号」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（中日新聞  平成１７年９⽉２３⽇） 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

★「下⼯弁慶号」・北勢線での動態復元披露式 

「ＡＳＩＴＡ（北勢線とまち育みを考える会）」によって、進められていた下⼯弁慶号の動態復活を目指した修理が完

了し、阿下喜駅前の軽便博物館展⽰線約８０ｍ（ターンテーブル有）にて動態復元披露式が挙⾏されました。 

 （社）下松⼯業会からも、野⽥会⻑と深町名誉会⻑が出席し、下⼯弁慶号の復活をお祝いしました。 

  ⽇時︓平成１８年３⽉５⽇（⽇） １１︓３０…お披露目式  １２︓００…⾛⾏運転開始 

  場所︓三岐鉄道北勢線・阿下喜駅前 「軽便博物館展⽰線」 

お披露目した「下⼯弁慶号」           写真提供Ｃ３４野田泰典氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会⻑・名誉会⻑同窓⽣と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下工弁慶号の勇姿 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下工弁慶号の勇姿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下工弁慶号の勇姿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ターンテーブル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紹介図面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

★ 北勢線から帰ってきた「下⼯弁慶号」 

 

 

 
 
 
 
 
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

７．大鉄道博覧会で展示 

江⼾東京博物館（東京都墨⽥区）で平成１９年７⽉１０⽇から９⽉９⽇の間、開催された「⼤鉄道博覧会」で

展示された「下工弁慶号」に関する情報です。 

★「大鉄道博覧会」への貸し出しを報じる新聞報道 

平成 19年 5 月 23 日 日刊「新周南」 

 下工弁慶号が大鉄道博覧会に 

                   7⽉〜・江⼾東京博物館に貸し出し 

                          “満 100 歳”休む間なく全国の舞台へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    桑名市から帰ってきた下工弁慶号（4 月 2 日） 

100歳を迎えた下松市のミニ SL、下工弁慶号が 7 月 10日から 9月 9⽇まで東京墨⽥区の江⼾東京博物館で開

かれる大鉄道博覧会に貸し出される。3年間貸し出した三重県桑名市から 4⽉に帰ってきたばかりだが、今度は全国の

ひのき舞台での展示になり、ふるさとで休むひまもない人気。 

 下⼯弁慶号は全⻑4メートル、⾞輪の幅は762センチの狭軌で、1907年（M40）に石川島播磨重工業が製造し

た。徳⼭海軍燃料廠で⽯炭運搬に活躍し、下松⼯⾼で原動機実習機材として使われ、96年（H8）に市に寄贈さ

れ、市役所前に格納庫を作って保管してきた。 

 貸し出した桑名市などの北勢線対策推進協議会では 1年半がかりで修理し、三重労働局の⾛⾏検査にも合格。⽉

1回の⾛⾏にはたくさんの観光客が訪れ、地域活性化に貢献したという。 

 ⼤鉄道博は同博物館や東京都歴史⽂化財団などの主催。鉄道黎明期▽旅・移動と鉄道▽⾼度成⻑期の鉄道と

社会▽昭和を駆け抜けた鉄道⾞両▽文化と鉄道▽レールは未来へ－の 6 つのコーナーで、下工弁慶号は目玉として

「鉄道黎明期」コーナーに展⽰される。 

 同展には特急つばめの展望⾞の実物⼤模型▽昭和 30年代に活躍した列⾞数⼗本の模型▽集団就職や修学旅

⾏などの写真もある。⾞両も鉄道の転換期になった昭和30年代のものを中⼼に紹介し、都市や社会、⽂化に与えた影

響をたどる。 

 下工弁慶号の同博覧会展示は 19⽇に開かれた下松⼯⾼同窓会、下松⼯業会の総会で井川市⻑が報告し「市と

下松工高のシンボルが全国の舞台に並ぶのはこの上ない誇り」と述べた。 

 下工弁慶号は現在、システム機械科 3年⽣ 4 人が図面化へ採寸作業をしており、これが終わるのを待って 6月末に

トラックで出発する。同博覧会は一般 1,100 円、学生 840 円、小中高校生と 65 歳以上 450 円。当日券は 200

円増し。同博物館は 03-3626-9974。 

 
 
 
 
 
 
 



 

平成 19年 5 月 31 日「読売新聞・周南地方版」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



 

平成 19年 6月 26日「読売新聞・周南地方版」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

★⼤鉄道博覧会（江⼾東京博物館）での「下⼯弁慶号」 

写真提供Ｍ３５橋本暢公氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江⼾東京博物館 
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多くの⾒学者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多くの⾒学者 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多くの⾒学者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展示「下工弁慶号」 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説明パネル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展示「下工弁慶号」 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展示「下工弁慶号」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展示「下工弁慶号」 

 
 
 



 

★大鉄道博覧会での役目を終え、市役所展示格納庫に帰着 

江⼾東京博物館（東京都墨⽥区）で平成１９年７⽉１０⽇から９⽉９⽇の間、開催された「⼤鉄道博覧会」で

展示されていた「下工弁慶号」が役目を終え、９月１９日午前、市役所グリーンプラザの展示格納庫に無事帰着しまし

た。写真は帰着の様子を写したものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 

★下工弁慶号が「潮騒」（下松市広報誌）の表紙に登場 

下⼯弁慶号が「潮騒」（下松市広報誌）の平成１９年７⽉１５⽇号（№１２７２号）の表紙に登場しました。

表紙紹介の記事で次のように紹介されています。 

 市役所グリーンプラザに展⽰されていた⼩型ＳＬ「下⼯弁慶号」が、江⼾東京博物館（東京都）で７⽉１０⽇から

開催される「⼤鉄道博覧会」で展⽰されることになり、６⽉２５⽇に調印式が⾏われました。全⻑約４メートル、重さ

５．５トンの弁慶号は、クレーンでトラックに搬⼊され、晴れ舞台に向け東京へと旅⽴ちました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

８．その他マスコミ報道等 

★下工弁慶号の図面化完成・市へ寄贈 

平成２１年３⽉４⽇付の⽇刊「新周南」・Web 版に下記のような記事が掲載されました。これは、このページの下欄に

も掲載されている昨年の⽣徒達の思いを受け継いだものです。 

平成２１年３⽉４⽇ 日刊 「新周南」・Web 版 

  先輩から後輩へ 2年がかりの努⼒実る 

      下工弁慶号の図面化が完成 

                市教委に寄贈、⻑く保管 

 
完成した図面に喜ぶ生徒たち 

下松市役所に展示されている SL 下⼯弁慶号の図⾯が下松⼯⾼（村上正美校⻑）システム機械科⽣の⼿で完成し

た。完成図を⾒ずに昨春卒業した先輩 4 人の思いを 3年⽣ 6人が引き継いで完成させたもので、図面は 1 日の卒業

式を前に管理している市教委に贈られた。 

 下工弁慶号は 1907年（M40）製造。徳⼭海軍燃料廠の⽯炭運搬や同校の教材に使われ、96年（H8）に同

窓会の下松工業会が市に贈った。2004 年（H16）から 3 年間、三重県のまちづくり団体に地域活性化に貸し出し、

07年（H19）は東京ビッグサイトの大鉄道博覧会で展示されて全国に知られた。 

 しかし図面は製造した石川島播磨重工にも市や海軍関係にもなく、SL では珍しい狭軌の下工弁慶号を図面化しよう

という声が出ていた。それを昨春卒業の⽚⽥寛和、河添裕紀、原淳⺒、⼭根恵介君が知り、課題研究で図⾯化に取り

組んだ。 

 しかし格納庫が狭いため採寸作業が難しく、大鉄道博に 3 カ月貸し出したため作業時間が足りず、片田君らは未完成

のまま卒業。1年後輩の池本公⼀、梅⽥宏輝、清湧⼠、⽥中翔、⻑光剛志、藤井彰君が課題研究で引き継いだ。 

 6人は先輩の大まかな採寸をもとに汽笛、運転台からネジ 1 本まで採寸し、CAD で製図した。採寸のたびに市役所と

学校を往復したが、寸法の測り忘れがあると作業が進まず、夏は暑い庫内で⼤変だったという。 

 完成したのは 20 分の 1 の正面と側面図。6 ⼈は「機関⾞採寸の貴重な経験ができた」「細かい計測が⼤変だった」

「細かい作業の繰り返しで集中⼒がつき、精神的に強くなった」と感想を述べ、指導した園部雅史教諭は「歴史ある下⼯

弁慶号の図面を残せたことは特筆すべきこと。難しい採寸から製図までやり遂げた経験は大きい」と賛えている。 

 図⾯を受け取った市教委社会教育課も「下⼯弁慶号の貴重な資料として⼤切にしたい。2 年がかりの努⼒に敬意を

表したい」と感謝している。 

 
 
 
 



 

★⾛る勇姿⾒られない︖（新聞報道から） 

平成１９年１２⽉１６⽇付、読売新聞・周南地域版「やまぐちの断⾯」に、下松市が⽼朽化を理由にボイラーの使⽤

更新⼿続きをとらない⽅針で、このため「下⼯弁慶号」は実際に⾛ることができない休眠状態に⼊る⾒通しとの記事が掲

載されました。その内容を下に掲載します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

★「おめでとう１００歳︕下⼯弁慶号お祝いに会」が開催される 

「おめでとう１００歳︕下⼯弁慶号お祝いの会」が平成１９年１０⽉１３⽇、下松ライオンズクラブ等が主催し、下

松市役所グリーンプラザで開催されました。市内の保育園や幼稚園児約３００人が集まり”⻑寿”を祝いました。この催

しは、地元テレビでも放映されました。下の記事は、その様⼦を伝える平成１９年９⽉１７⽇付け、読売新聞周南地

域版です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

★ 下工弁慶号”外観図面 生徒が製作中” 

平成 19年 6月 21 日「読売新聞・周南地方版」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

★こんなところで「下⼯弁慶号」を⾒つけました 

平成１８年３⽉３０⽇に開通した市道⼤⼿町線、⺟校のそばを流れる平⽥川に架かる「公集⼤橋」の欄⼲で「下⼯

弁慶号」を⾒つけました。交通安全に注意しながら、⼀度ご覧下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


